
質問／意見 頁 項目名 意見・質問等 理由（意見の場合のみ記述） 回答

1 質問 8

03a_調達仕様書（案）.pdf
1. 調達案件の概要
1.7.スケジュール
表5　想定スケジュール

MWS保守・運用の時期設定の考え方をご教示ください。
具体的には令和6年6月下旬～令和6年11月末の引継期間の
設定根拠、令和7年12月～の保守・運用開始の設定根拠をご
教示ください。

第三期情報提供ネットワークシステム関連の作業として、前期の繁忙期
が6月下旬に終了し、次の繁忙期が11月末頃から始まると想定されるた
め、その間に受託者において仕様調整を行う必要がございます。
また、11/1にMWSの現行事業者から運用・保守を引き継ぐ予定となりま
す。

2 質問 13

03a_調達仕様書（案）.pdf
3. 本業務における要件
3.2.運用保守拠点
表 ８ 運用保守拠点の種別

BORの有効活用について、提案させていただく余地はございま
すでしょうか？
例えば、業務運用は主にBOR、基盤運用は主にORを使用する
等、通常時稼働が少ないBORを活用するための提案が許容さ
れるかご教示いただきたい次第です。

表８の通り、BORは基本的にORが使用不可の際にNWS運用を行う拠点と
いう想定です。ただし、活用手段について事業者様からご提案いただく余
地もございます。

3 意見 23

03a_調達仕様書（案）.pdf
4. 作業の実施内容に関する事項
4.2.運用環境準備
(3)運用に必要な什器・機器等の準備
イ　ネットワーク環境
②

「総合テスト①」の期間はいつになりますでしょうか。
※該当箇所に別紙1参照の旨記載があるが、別紙1は役割分
担表であり、「総合テスト①」の期間がいつかは記載がございま
せんでした。

下記の通り修正します。

4.2.(3)イ②	当該ネットワーク環境を、設計・開発事業者が情報提供ネット
ワークシステム内の動作確認を目的に実施する総合テスト（6月上旬から
8月下旬に実施予定）の期間中に整備してネットワーク環境が問題なく利
用可能であることを確認し、外部機関との接続検証を目的に実施する総
合テストの開始時期（令和6年8月末に開始予定）に間に合わせること。
（図 3　全体想定スケジュール参照）

4 意見 24

03a_調達仕様書（案）.pdf
4. 作業の実施内容に関する事項
4.3.移行準備
（２）運用の教育及び引継ぎ
⑧

「鍵情報や移行前データ等、設計・開発事業者に引継ぎ前の状
態を保持するべきか検討を要する事象が発生した場合、状況
に応じて主管組織及び設計・開発事業者と検討し決定するこ
と」について、詳細をご教示ください。また、必要となる準備・制
約条件等があれば、ご教示ください。

引き継ぎ期間は設計開発の期間でもあることから、該当の記載としていま
す。具体的な状況が見込まれた際、検討することとしています。

5 意見 26

03a_調達仕様書（案）.pdf
4. 作業の実施内容に関する事項
4.2.運用環境準備
（4）作業支援ツールの導入等
イ　ツールが満たすべき基準
⑤

⑤サプライチェーンについて、詳細の記載をご検討いただけま
すでしょうか。

詳細が不明なため

以下の文章が途切れていたため、修正します。
4.2.(4)イ⑤	導入するツールにおけるサプライチェーン・リスクを低減するた
めに、「IT 調達に係る国等の物品等又は役務の調達方針及び調達手続
に関する申合せ」（令和３年９月１日一部改正）に基づき、必要な説明・書
面を提出すること。（詳細は「6.4サプライチェーン・リスク」も参照するこ
と。）

6 意見 43

03a_調達仕様書（案）.pdf
6. 作業の実施体制・方法に関する事項
6.1.作業実施体制と役割
表 21 受注者に求める作業実施

「(2) 統括責任者及びグループごとの責任者の設置」という記載
がありますが、グループごとの責任者の設置についての説明が
ないため、ご確認いただけますでしょうか。

条件明確化のため

次のグループ単位を参考にグループごとの責任者を配置することが必要
です。また、グループごとの責任者は、要員の管理を適切に行い、健康管
理（メンタルヘルス等を含む。）に十分に留意することが必要です。詳細は
別紙5-1, 5-2, 5-3をご参照ください。
・プロジェクト管理
・運用グループ（下記３サブグループで構成される）
　　・運用管理サブグループ
　　・業務運用サブグループ
　　・基盤運用サブグループ
・AP保守グループ

7 質問 43

03a_調達仕様書（案）.pdf
6. 作業の実施体制・方法に関する事項
6.1.作業実施体制と役割
表 21 受注者に求める作業実施

「情報セキュリティ責任者」の設置は必要でしょうか？
（表に情報セキュリティ責任者の説明はあるが、設置について
の記載がないため）

6.1.(2)③に示す通り、設置は必要です。

8 質問 33
03a_調達仕様書（案）.pdf
4. 作業の実施内容に関する事項
4.6 システム基盤保守(基盤保守)

①システムを構成するクラウドサービス設定（およびリソース定
義コード）についても本受託者の保守対象となる想定ですが、
認識相違ございませんでしょうか。
②本システムにおいてWindows基盤、AIX 基盤は含まれない想
定ですが、認識相違ございませんでしょうか。

①、②ともにご認識の通りです。

9 質問 50

03a_調達仕様書（案）.pdf
7. 作業の実施に当たっての遵守事項
7.6 その他文書、標準への準拠
(2) システム基盤の提供規定

本受託者が提供対象となる「システム基盤」として、想定する対
象をご教示ください。

受託者による直接提供の対象となるシステム基盤は該当しないため、削
除します。

10 質問 1
別紙
03d_(別紙3)_管理対象資源一覧.pdf

管理対象資源として、プログラム以外のクラウド環境のリソース
定義ソースコードも対象として含まれる想定で良いでしょうか。

ご認識の通りです。

11 質問 23

03a_調達仕様書（案）.pdf
4. 作業の実施内容に関する事項
4.2.運用環境準備
(3) 運用に必要な什器・機器等の準備
表12　現時点で導入が想定される什
器・機器等一覧

導入が想定される什器・機器等一覧において、金庫の項目が
ありますが、当該金庫の鍵等を管理するためのキーボックスに
ついてもセキュリティ対策上導入が必要な想定ですが、認識相
違ございませんでしょうか。

ご認識の通りです。

12 意見
調達仕様書

(案)
P18

表9 想定する会議体

項番8に記載の実査支援事業者については、本業務推進に際
して連携が必要と認識しているため、P6 「1.5本業務の推進体
制」にて実査支援事業者に関する体制・役割等追記をご提案し
ます。

本業務に関わるステークホルダ及び役割明確化のため 体制・役割について追記します。

13 質問
調達仕様書

(案)
P35

4.8 納入成果物
表16成果物一覧

項番3.1 年度保守計画書の納入期限「令和5年度分は同年12
月まで」については「令和6年度分は同年12月まで」と考えて宜
しいでしょうか。

ご認識の通りです。文章を修正いたします。

14 意見
調達仕様書

(案)
P43

 (2)統括責任者及びグループごとの責
任者の配置

体制検討に際し、具体的なグループ単位構成について記載を
お願いできますでしょうか。

体制検討のため

下記のグループ単位を想定しております。詳細は別紙5-1, 5-2, 5-3の運
用項目一覧をご覧ください。
・プロジェクト管理責任者
・プロジェクト管理担当者
・運用グループ（下記３サブグループで構成される）
　　・運用管理サブグループ
　　・業務運用サブグループ
　　・基盤運用サブグループ
・AP保守グループ

15 意見 38 5.1 SLA項目

本システムで発生する障害は、ガバメントクラウドである基盤側
を起因としたものが含まれると認識しています。
この基盤起因とした障害については、SLA評価の対象には含め
ないことを明記すべきかと考えます。

SLAの明確化のため
ご意見を踏まえて修正します。ただし、受託事業者が行った設定等に瑕
疵があり、ガバメントクラウド契機の障害の拡大に至った際には、SLA評
価対象に含む場合があります。

16 質問 38,39

5.1 SLA項目
表18 SLA項目
および
(2)問い合わせ一次回答時間(重大また
緊急のものに限る)

表18 SLA項目の項番２にて、達成すべき値として「受付後24時
間以内(営業日を対象として算出)」と記載されていますが、39頁
の(2)では、問い合わせ一次回答時間が1営業日以内となって
います。SLAとしてどちらが適応されるかご教示いただきたく存
じます。

「受付後24時間以内(営業日を対象として算出)」が適用されます。
問い合わせ一次回答時間の考え方の詳細については、5.1.(2)②、③、④
の起点、終点および問い合わせ一次回答時間の考え方をご覧ください。

17 質問 1 別紙7_施設要件

執務エリアには監視カメラを設置し、デジタル庁から指示があっ
た際は当該映像を提出できるよう映像データを保存することと
ありますが、映像データの保存期間は1年間という認識でよろし
いでしょうか。

ご認識の通りです。

18 質問/意見 1 別紙7_施設要件

オペレーションルームについて、設置場所に関する要件が記載
されていませんが、場所については日本国内であればよいとい
う理解でよろしいでしょうか。もし、場所に関する要件がございま
したら仕様書に記載いただきたく存じます。

オペレーションルームの選定・検討に必要なため

日本国内であり、なおかつ3.3(2)や5.3に示す障害復旧時間等の仕様や、
別紙7に示す施設要件を満たす場所としてください。
ただし、緊急時にデジタル庁職員がオペレーションルームに赴いて対応し
なければならない業務がある旨に留意し、職員が速やかに対応できるよう
な場所に設置してください。
また、特定個人情報を取り扱うに際し十分な安全性を確保できる場所であ
ること。また、個人情報保護委員会の職員や、実査等支援事業者が監査
を行うことに留意して、立ち入りが可能でかつ監査が可能であることが求
められます。

19 質問 22
4.2　運用環境準備
表12 現時点で導入が想定される什器・
機器等一覧

受注者側で用意した業務端末や運用端末等のハードウェアに
ついて、本案件契約終了後に廃棄となる認識でよいでしょう
か。その場合、事業者側で廃棄作業を実施する想定でしょう
か。また、廃棄作業実施の際、データ消去証明書の提出は必
要でしょうか。

契約期間中に、受託事業者の負担と責任で廃棄作業を実施ください。
方法については、調達仕様書の下記項目に示す内容に従い、「廃棄時の
データ消去方法については、復元不可能な方法での消去や物理破壊、エ
ビデンス記録等について受注者にて検討を行い、デジタル庁の承認を得
た方法を採ること」としてください。
　・4.2.(3)ウ①
　・4.2.(3)エ
　・7.3.(1)
　・7.3.(2)③
　・7.9.(2)

20 質問/意見 13
3.2　運用保守拠点
表8　運用保守拠点の種別

バックアップオペレーションルームは貴庁が指定すると記載が
ありますが、場所や施設の情報等については受託後直ちに受
託事業者に開示されるという認識でよろしいでしょうか。差し支
えなければ、バックアップオペレーションルームの設置場所もし
くはエリアをご教示いただけますと幸いです。

バックアップオペレーションルームのネットワーク回線敷設に
あたって、早期の調査が必要なため

バックアップオペレーションルームの場所、施設などの情報は契約開始後
速やかに受託事業者様に開示する想定です。
但し、セキュリティ上の懸念により、本意見招請にて公に情報として回答
することは控えさせていただきます。
なお、概要については、資料閲覧により確認可能とします。

21 意見 13

01a_調達仕様書.pdf
2.1. 調達範囲
(1) システム全体構成の視点での調達
範囲

作業スコープを明確に分けられるように、調達範囲(表 ４　本業
務における組織等の役割)と合わせて特殊サーバ等はNWSとは
別の表現にすべきではないかと考えます。

作業スコープ明確化のため ご意見を踏まえて図を修正します。

22 質問／意見 41
01a_調達仕様書.pdf
5.1. SLA項目

駆けつけ時間1時間以内は間に合わないと考えるため、
どのレベルにおける駆け付けなのかを再確認したく存じます。
運用事業者による1次切り分けの時間で問題ないかご教示いた
だけると幸いです。

　

運用事業者による1次切り分けの時間ではございません。
運用事業者による1次切り分けを実施した結果、保守担当者の情報提供
ネットワークシステム運用施設（OR）への駆け付けが必要と判断された時
点を始点とし、保守担当者がORに到着した時点を終点として、始点から
終点までの時間が一時間以内に収まることが要件となります。

23 意見 4 6 システム基盤保守(基盤保守)

受注者は、ミドルウェア事業者が調達したソフトウェア及び受注
者が導入する端末に導入するソフトウェアや作業支援ツール、
ネットワーク機器等に対する保守作業を行うこと。
設計上対象となる OS は Linux 基盤、Windows 基盤、AIX 基盤
であり、ミドルウェアについては資
料閲覧により確認できる。

基準アリゴリズムがオンプレ・クラウド紺型に近い為、情報シ
ステムの脆弱性の危険性が高い。デバイス単位の感染も含
めて、国際標準のAIシステムを再検証をお勧めします。 OS
は Linux 基盤、Windows 基盤、AIX基盤はマイクロソフト
copilotでバッチ型マルチAI型監視・修復も可能です。

ご意見を踏まて脆弱性の対応を検討いたします。

連番

意見内容

「第三期情報提供ネットワークシステムのアプリケーション保守・運用の請負」調達仕様書等の意見招請に対する回答
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